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主
な
質
問

◆
学
校
選
択
制
に
つ
い
て

◆
新
学
習
指
導
要
領
に
伴
う
学
校
支
援
に
つ
い
て

◆
武
道
・
ダ
ン
ス
の
必
修
化
に
つ
い
て

◆
教
員
の
研
修
に
つ
い
て

◆
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て

　

以
上
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
質
問
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
担
当
部
局
の
答
弁
を

交
え
な
が
ら
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
多
く
の
近
隣
自
治
体
で
も
導
入
さ
れ
、

す
で
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
制
度
と
言
っ
て
も
い
い

「
学
校
選
択
制
」
で
す
が
、
こ
の
制
度
が
持
っ
て

い
る
様
々
な
課
題
が
年
月
を
経
る
ご
と
に
露
わ
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
質
問

を
し
、
答
弁
を
得
ま
し
た
。

質
問
①　
平
成
18
年
か
ら
平
成
23
年
ま

で
の
中
学
校
選
択
申
請
者
の
受
入
れ
状

況
に
つ
い
て

答
弁
①

平
成
19
年
度

　

草
加
中
学
校
に
１
４
６
人
の
申
請
者
。
抽
選
で

80
人
を
受
け
入
れ
。

　

抽
選
に
な
ら
ず
に
受
け
入
れ
た
最
高
人
数
は
、

栄
中
学
校
51
人
。

平
成
20
年
度

　

草
加
中
学
校
に
１
２
３
人
の
申
請
者
。
抽
選
で

30
人
を
受
け
入
れ
。

　

抽
選
に
な
ら
ず
に
受
け
入
れ
た
最
高
人
数
は
、

栄
中
学
校
45
人
。

平
成
21
年
度

　

草
加
中
学
校
に
１
０
３
人
の
申
請
者
。
抽
選
で

20
人
を
受
け
入
れ
。

　

抽
選
に
な
ら
ず
受
け
入
れ
た
最
高
人
数
は
、
栄

中
学
校
49
人
。

平
成
22
年
度

　

草
加
中
学
校
に
60
人
の
申
請
者
、
栄
中
学
校
に

59
人
の
申
請
者
。
抽
選
で
、
草
加
中
学
校
45
人
、

栄
中
学
校
は
35
人
を
受
け
入
れ
。

　

抽
選
に
な
ら
ず
に
受
け
入
れ
た
最
高
人
数
は
、

谷
塚
中
学
校
55
人
。

平
成
23
年
度

　

草
加
中
学
校
に
82
人
、
栄
中
学
校
に
56
人
、
川

柳
中
学
校
に
52
人
の
申
請
者
。
抽
選
で
草
加
中
学

校
に
は
25
人
、
栄
中
学
校
50
人
、
川
柳
中
学
校
に

は
25
人
を
受
け
入
れ
。

　

抽
選
に
な
ら
ず
に
受
け
入
れ
た
最
高
人
数
は
、

谷
塚
中
学
校
29
人
。

　

抽
選
が
行
わ
れ
る
学
校
は
年
を
経
て
も
ほ
ぼ
変

わ
ら
な
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
各
学
校
と
も
創
意

工
夫
を
し
て
教
育
環
境
を
整
え
、
学
力
の
向
上
を

目
指
し
て
い
る
事
と
は
思
い
ま
す
が
、
選
択
す
る

新
入
生
の
側
か
ら
は
、
か
な
り
厳
し
い
目
線
が
あ

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
た
だ
し
、
風
説
や
う
わ
さ

話
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
冷
静
な
判
断
で

各
学
校
を
公
平
に
見
て
判
断
す
る
こ
と
も
重
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

質
問
②　
抽
選
に
漏
れ
た
生
徒
の
行
き

先
に
つ
い
て

答
弁
②

　

抽
選
に
漏
れ
た
子
ど
も
の
進
学
先
は
、
通
学
区

域
内
の
中
学
校
に
入
学
す
る
か
、　

新
た
に
抽
選

の
な
か
っ
た
中
学
校
を
選
択
す
る
か
の
ど
ち
ら
か

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
年
度
の
入
学
に
際
し
て
抽
選
に
漏
れ
た
子
ど

も
は
91
人
。
そ
の
う
ち
84
人
は
通
学
区
域
の
中
学

校
へ
入
学
。
他
の
７
人
は
抽
選
が
な
か
っ
た
中
学

校
へ
入
学
。

　

来
年
度
の
抽
選
に
漏
れ
て
し
ま
っ
た
62
人
は
、

52
人
が
通
学
区
域
の
中
学
校
へ
入
学
し
、
10
人
は

抽
選
が
な
か
っ
た
中
学
校
へ
入
学
。

　

長
引
く
景
気
経
済
の
低
迷
に
よ
り
、
私
立
中
学

校
へ
の
入
学
希
望
者
が
減
少
し
、
草
加
市
立
中
学

校
へ
進
路
変
更
し
た
と
の
お
話
も
お
聞
き
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
熱
く
教
育
に
力
を
注
ぐ
よ
う
な
学

校
を
探
そ
う
と
親
御
さ
ん
も
熱
心
に
学
校
見
学
に

訪
れ
希
望
校
を
選
択
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら

抽
選
で
希
望
の
学
校
に
入
学
で
き
な
か
っ
た
方
に

報
い
る
意
味
も
含
め
て
、「
清
く
正
し
く
、
楽
し

く
学
べ
る
」
学
校
経
営
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

質
問
③　
自
転
車
通
学
を
認
め
な
い
理

由
は
な
ぜ
か

答
弁
③

　

市
内
中
学
校
に
通
学
す
る
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
は

学
校
か
ら
１
．
５
ｋ
ｍ
圏
内
に
住
み
、
徒
歩
で
30

分
と
か
か
ら
ず
に
登
下
校
し
て
い
る
。

　

生
徒
の
登
下
校
時
は
、
自
動
車
等
の
交
通
量
が

多
い
時
間
帯
で
あ
り
、
徒
歩
で
の
登
下
校
の
方
が

安
全
で
あ
り
、
可
能
で
あ
る
と
判
断
。

　

た
だ
し
、
青
柳
中
学
校
で
は
、
２
．
５
ｋ
ｍ
以

上
通
学
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
地
域
が
あ
り
、
な

お
か
つ
市
街
地
と
比
べ
交
通
量
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
一
部
、
自
転
車
通
学
を
認
め
て
い
る
。

　

徒
歩
通
学
と
自
転
車
通
学
の
安
全
性
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、
交
通
安
全

性
、
防
犯
安
全
性
な
ど
い
く
つ
か
の
視
点
か
ら
考

え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
特

に
晩
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
日
没
時
間
が
早
く
部

活
を
終
え
た
中
学
生
が
暗
い
夜
道
を
一
人
と
ぼ
と

ぼ
と
歩
い
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
防
犯
安
全
性
の

見
地
か
ら
改
善
の
余
地
も
あ
り
な
の
で
は
と
思
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

危
険
が
伴
う
か
ら

自
転
車
に
乗
せ
な

い
の
で
は
な
く
、

然
る
べ
き
自
転
車

安
全
乗
車
教
育
を

施
し
自
転
車
通
学

を
許
可
さ
せ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

質
問
④　
教
育
委
員
会
と
し
て
の
考
え

と
現
在
の
問
題
点
、
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て

答
弁
④

　
「
生
徒
が
自
主
的
に
や
り
た
い
部
活
動
が
あ
る
」

等
で
学
校
を
選
択
で
き
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
は

意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
各
学
校
の
教
室
数
に
よ
っ
て
、
全
員

の
希
望
が
か
な
え
ら
れ
ず
、
今
年
度
も
２
校
で
抽

選
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
で
す
が
、
生
徒
数
は
減
少
し
て

い
く
の
で
、
選
択
希
望
数
と
の
関
係
を
み
て
、
選

択
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
考
え
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
の
答
弁
が
実
は
重
要
な
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
生
徒
数
が
減
少
傾
向
に
な
っ
て
い
く
と

い
う
認
識
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
こ
で
心

配
さ
れ
る
こ
と
は
「
定
員
割
れ
」
と
い
う
事

態
で
す
。
学
校
の
統
廃
合
も
含
め
て
こ
れ
か

ら
の
学
校
経
営
は
柔
軟
な
経
営
力
が
求
め
ら

れ
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
統
括
す
る
教
育

委
員
会
と
し
て
も
現
状
を
十
二
分
に
観
察
し
、

生
徒
数
の
極
端
な
減
少
に
よ
り
、
運
動
会
等

の
学
校
行
事
に
支
障
が
出
る
こ
と
の
無
い
よ

う
、
ま
た
「
自
分
の
行
き
た
い
学
校
で
は
な

か
っ
た
」
等
を
口
実
に
学
力
低
下
や
非
行
に

走
る
生
徒
が
出
な
い
よ
う
環
境
整
備
に
尽
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

平
成
23
年
度　
草
加
市
議
会
十
二
月
定
例
会

　
小
中
学
校
の
教
育
環
境
に
つ
い
て
質
問

草
加

市
立
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質
問
⑤　
授
業
時
間
の
増
加
や
教
育

内
容
が
改
善
さ
れ
て
い
る
状
況
で
、

ど
の
よ
う
に
新
学
習
指
導
要
領
が
実

施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
⑤

　

今
年
度
か
ら
、
小
学
校
の
授
業
時
間
が

１
・
２
年
生
で
週
２
時
間
、
３
年
生
か
ら

６
年
生
で
は
週
１
時
間
増
加
し
て
い
る
。

　

以
前
、
１
年
生
の
４
時
間
授
業
が
週
２

日
あ
っ
た
が
、
毎
日
５
時
間
授
業
へ
。
２

年
生
は
、
週
に
４
時
間
授
業
が
１
日
あ
っ

た
が
、
５
時
間
授
業
が
４
日
と
、
６
時
間

授
業
が
１
日
へ
。
３
年
生
は
、
６
時
間
授

業
が
週
１
日
か
ら
週
２
日
へ
増
え
た
。
４

年
生
か
ら
６
年
生
は
、
５
時
間
授
業
が
３

日
と
６
時
間
授
業
が
２
日
だ
っ
た
が
、
６

時
間
授
業
が
週
３
日
へ
増
え
た
。
５
・
６

年
生
で
は
、
週
に
１
時
間
、
外
国
語
活
動

を
新
設
。

　

中
学
校
で
は
、
来
年
度
か
ら
新
学
習
指

導
要
領
が
全
面
実
施
さ
れ
、
週
当
た
り
各

学
年
で
１
時
間
授
業
時
間
が
増
加
す
る
。

質
問
⑥　
草
加
市
教
育
委
員
会
と
し

て
、
外
国
語
活
動
に
つ
い
て
具
体
的

に
活
動
の
環
境
整
備
を
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
き
た
か
。

答
弁
⑥

　

パ
ソ
コ
ン
を
用
い
て
視
聴
覚
教
材
を
活

用
し
た
外
国
語
活
動
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
、
市
内
各
校
へ
移
動
式
の
パ
ソ
コ
ン
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の

セ
ッ
ト
を
５
セ
ッ
ト
配
置
。

　

ま
た
、
外
国
語
支
援
に
あ
た
る
Ａ
Ｌ
Ｔ

が
隔
週
で
小
学
校
へ
も
支
援
に
行
き
、
外

国
語
活
動
の
時
間
に
担
任
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
と
も
に
、
外
国
語
活
動
で
用
い
る
絵

カ
ー
ド
等
の
教
材
も
作
成
。Ａ
Ｌ
Ｔ
が
外
国

語
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児

童
の
学
習
意
欲
を
高
め
て
い
る
。

質
問
⑦　
草
加
市
教
育
委
員
会
と
し

て
、
学
習
補
助
員
の
増
員
な
ど
、
具

体
的
な
手
立
て
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
⑦

　

学
習
補
助
員
は
小

中
学
校
全
校
に
１
名

ず
つ
計
32
名
を
配

置
。
今
後
、
子
ど
も

た
ち
の
一
人
一
人
の

学
習
を
支
援
す
る
た

め
に
、
学
級
数
に
応

じ
た
学
習
補
助
員
の

増
員
を
検
討
。

質
問
⑧　
市
内
小
学
校
全
校
に
配
置

し
て
い
る
学
級
支
援
員
及
び
要
請
が

あ
っ
た
学
校
に
派
遣
し
て
い
る
学
校

支
援
指
導
員
の
人
数
や
資
格
、
職
務

内
容
、今
後
の
配
置
予
定
に
つ
い
て
。

　
併
せ
て
、
学
校
支
援
指
導
員
の
今

後
の
配
置
予
定
と
し
て
、
市
内
中
学

校
全
校
に
１
人
ず
つ
割
り
当
て
る
な

ど
、
何
か
支
援
を
充
実
さ
せ
る
計
画

は
あ
る
の
か
。

答
弁
⑧

　

学
級
支
援
員
は
、
小
学
校
全
校
に
31
人
を
配

置
。
教
員
免
許
の
有
無
は
資
格
要
件
に
な
し
。

教
育
に
関
心
が
あ
り
、
発
達
上
及
び
生
徒
指
導

上
の
課
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
児
童
に
対
し
て

支
援
の
で
き
る
健
康
な
人
材
を
市
臨
時
職
員
と

し
て
採
用
。
職
務
内
容
は
、
各
小
学
校
で
、
落

ち
着
い
た
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
学
校
生
活
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
。
校
長

か
ら
、
学
年
、
学
級
全
体
に
良
い
影
響
を
与
え

て
い
る
な
ど
の
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
関
係

児
童
の
保
護
者
か
ら
、
き
め
細
か
い
支
援
に
よ

り
対
人
関
係
の
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
な
ど
の
感
謝
の
声
が
あ
る
。
今
後
の
配

置
は
、
年
度
途
中
に
配
置
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
に
も
、
即
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

よ
り
一
層
落
ち
着
い
た
教
育
環
境
づ
く
り
に
努

め
る
。

　

次
に
、
学
校
支
援
指
導
員
に
つ
い
て
、
人
数

は
現
在
６
人
。
資
格
に
つ
い
て
は
、
特
に
教
育

相
談
や
生
徒
指
導
な
ど
へ
の
見
識
と
経
験
が
豊

か
な
方
で
、
現
在
、
退
職
校
長
な
ど
を
市
の
非

常
勤
職
員
と
し
て
登
用
。
職
務
内
容
は
、
各
小

中
学
校
が
、
主
体
的
、
自
立
的
に
安
全
安
心
な

教
育
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
各
小
中
学
校
を
巡
回
訪
問
し
、
校
長

や
教
職
員
に
対
し
て
、
生
徒
指
導
や
教
育
相
談

な
ど
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
助
言
を
行
う
こ

と
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
特
に
生
徒
指
導
上
の
課

題
が
生
じ
た
学
校
に
対
し
、
学
校
か
ら
の
要
請

に
基
づ
き
、校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、

学
校
の
指
導
体
制
を
整
備
・
強
化
す
る
た
め
に

学
校
支
援
指
導
員
を
派
遣
。教
職
員
や
保
護
者
、

地
域
の
方
々
と
と
も
に
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
や

校
内
巡
視
を
行
い
、
学
校
秩
序
が
回
復
で
き
る

よ
う
に
努
め
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

今
後
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
成
果
を

生
か
す
と
と
も
に
、
議
員
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
ご
提
案
を
踏
ま
え
、
中
学
校
区
を
基
本

に
小
学
校
も
含
め
た
担
当
校
を
明
確
に
す
る
な

ど
、
き
め
細
か
な
支
援
に
努
め
、
課
題
の
未
然

防
止
及
び
早
期
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
⑨　
今
後
、
草
加
市
の
土
曜
授

業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答
弁
⑨

　

学
校
が
週
５
日
制
に
な
っ
た
大
き
な
経
緯

は
、
子
ど
も
達
を
家
庭
・
地
域
に
か
え
し
、
有

効
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。
現
在
の

子
ど
も
達
の
土
曜
日
の
過
ご
し
方
は
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
や
水
泳
教
室
、
中
学
校
に
お
け
る
部

活
動
等
、
土
曜
日
を
有
効
に
活
用
し
、
過
ご
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
多
い
。
し
か
し
、
学
力

の
向
上
も
大
切
な
こ
と
と
考
え
、
教
育
委
員
会

は
、
４
年
前
か
ら
月
２
回
、
土
曜
日
に
土
曜
寺

子
屋
を
４
会
場
で
開
催
し
、
算
数
、
数
学
を
中

心
と
し
た
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
寺
子
屋
へ
の

参
加
は
、
各
学
校
を
通
し
て
小
学
校
３
年
生
以

上
、
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
保
護
者
へ
呼
び
か

け
た
も
の
。
こ
の
土
曜
寺
子
屋
は
、
地
域
の
方

や
保
護
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
ら
れ
、
保

護
者
か
ら
は
非
常
に
好
評
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
者
の
考
え
で
自
分
の
子

ど
も
に
合
っ
た
土
曜
日
の
過
ご
し
方
を
工
夫
し

て
い
る
現
状
が
見
ら
れ
る
。

　

学
校
で
の
土
曜
日
の
授
業
に
つ
い
て
、
各
学

校
で
は
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
際
し
日
課

表
を
工
夫
し
、
学
習
指
導
の
充
実
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
授
業
時
数
も
確
保
さ
れ
て
い
る
。
議

員
さ
ん
が
ご
指
摘
の
足
立
区
の
土
曜
授
業
の
狙

い
は
新
学
習
指
導
要
領
の
学
習
内
容
の
確
実
な

定
着
と
学
力
の
向
上
、
教
育
活
動
を
保
護
者
、

地
域
に
公
開
す
る
も
の
で
、
振
替
休
日
を
設
定

し
な
い
で
授
業
を
行
う
も
の
。
教
育
活
動
は
、

原
則
保
護
者
に
公
開
し
、
職
員
は
、
土
曜
授
業

実
施
前
８
週
間
、
実
施
後
16
週
間
の
中
で
勤
務

時
間
の
振
り
替
え
を
行
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
毎
月
授
業
参
観
を
土
曜
日
に
行
っ
て

い
る
こ
と
と
同
じ
形
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
常

に
外
部
か
ら
の
見
学
者
が
教
室
を
出
入
り
す
る

た
め
、
落
ち
着
い
て
学
習
が
で
き
る
の
か
ど
う

か
、
今
後
、
そ
の
状
況
を
研
究
し
な
が
ら
、
慎

重
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
と
ら
え
て
い
る
。

質
問
⑩　
現
在
小
学
校
で
導
入
し
て

い
る
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
具
体

的
な
内
容
は
。

答
弁
⑩

　

各
学
校
で
は
「
学
校
応
援
団
」
が
組
織
さ
れ

て
お
り
、
保
護
者
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

学
習
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
夏
休

み
な
ど
の
長
期
休
業
期
間
中
は
、
各
学
校
に
お

い
て
児
童
が
自
主
的
に
学
習
で
き
る
場
を
設
定

し
、
そ
の
際
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
、
児

童
の
学
習
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、「
草
加
っ
子
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
」
推
進
事
業
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
目
標
を
持
っ
て
学
習
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
、
算
数
・
数
学
ス
イ
ス
イ
問

題
集
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、子
ど
も
た
ち
が
、

自
分
の
目
標
を
達
成
し
た
か
を
確
か
め
る
た
め

の
検
証
テ
ス
ト
も
作
成
し
、
学
校
を
支
援
。

続
い
て
「
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
よ
り
い
っ
そ
う
育
む
」
こ
と
を
目
指
し
、「
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
生
き
る
た
め
に
、確
か
な
学
力
、豊
か
な
心
、健
や
か
な
体
の
知
・
徳
・
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
て
る
」
と
目
標
を
掲
げ
る
、

「
新
学
習
指
導
要
領
」
に
伴
う
学
習
支
援
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
「
学
習
指
導
要
領
」
は
、
戦
後
間
も
な
く
に
試
案
と
し
て
作
ら
れ
、
現
在
の
よ
う
な
大
臣
告
示
の
形
で
定
め
ら
れ
た
の
は

昭
和
33
年
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
以
来
、
ほ
ぼ
10
年
毎
に
改
訂
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

新
学
習
指
導
要
領
に
伴
う
学
習
支
援

な
に
が

ど
う
な
る
？

私感「ワンダフルワールド」

　私の小中学生時代の学校は、
生徒数も多くとにかく楽しくも
あり、また厳しくもあるもので
した。今思えば、先生や親から
もらった数多くのゲンコツも懐
かしい思い出と言えます。
　学校では人と人との強い信頼
関係の上に、親・生徒・先生の
コミュニケーションが築かれ、
物質的には貧しいが、心は豊か
で、常に夢を描いていたように
思います。今の草加の子どもた
ちに、自由な夢を描けるような
真っ白なキャンバスをプレゼン
トしたい。私はこれからも「か
たちになる夢」を描き続けます。
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